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海を渡る鳥は、波間を漂う流木に憩うという。離婚一それは旅の半ばの一つの出来事。
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［法案提出できず、悔しい思いで一杯です］

柔払物

☆久しぶりの大阪離婚講座。産経と朝日新聞に告知されたこともあ

り、会場びっしりの参加者があり、質疑も活発に行われました。初め

て離婚講座を東京で開いたのは1979年。当時は離婚する人は人

格欠損者のように差別され、人生の汚点ととらえる人も多い中、夫

の浮気、暴力、姑との確執、性の不一致、経済的行き詰まり等々で、

唾婚に直面はしても、経済的理由から踏み切れず苦悩している女性

にちが全国から集まり、法律福祉について学び、ネットワーク作りに

発展しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　☆それが今のハンド・イン・

ハンドの会であり、全国に

広がり、電話相談も始まっ

たのです。それから30年。

インターネットでさまざま

な情報が得られるようにな

り、離婚件数も倍増し、社

会の偏見も小さくなったよ

うに見えます。

☆しかし、今回、大阪の離

婚講座受講者からは「別れ

て食べていけない」「住む家

はどうずれば」といった質

問が多く、相変わらず「生

活」「子ども」「住居」が3

大障害になっていることが
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判明しました。それもそのはず、未だに母子家庭の8割の母は働い

ていても、その8割が生活保護水準以下の収入しかないのです。ひ

とり頭の年収は離別の場合、何と63万円です。

☆こういう状況を打破したいと、野党の国会議員ながら、与野党を

駆け回って説得し、5年前に「母子家庭の母の就業の支援に関する

特別措置法」を成立させました。

　この3月にこの法案が切れたのを受け、さらに実効性のある法案

として延長するため、各党と各省の合意をようやく取り付けたので

すが、この法案を取り扱う厚生労働委員会が後期高齢者医療制度

でもめて、提出ができなくなってしまいました。

☆内容は、①都道府県による「自立支援計画」の母子家庭の母の

「安定した」就業の確保への配慮②国及び地方公共団体が措置を

講ずる際、1）情報通信技術等に関する職業能力の開発及び向上、

2）情報通信ネットワークを利用した在宅就業等多様な就業の機会

の確保、3）2）を支援する人材の養成及び資質の向上への留意、③

「受注機会の増大」についての「努力」、④独立行政法人の努力義

務、⑤国の「財政上の措置」となっています。

☆どんなにもめても被爆者援護法やハンセン病補償法改正案は成

立させているのに、それと一緒にやってほしいと何度も頼んだので

すが、駄目でした。いろいろ事情があるとしても、昨秋から準備して

きたのに、この間の状況をみると、ほとんどの議員が母子家庭の就

労支援なんて歯牙にもかけていないことが判明。今、怒りと無念と

虚脱感で一杯です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円より子）
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薙
■ハンド・イン・ハンド会員アンケート／結果報告②■

今の私の‘‘関心こと・悩み”はこんなこと

　前号では、「入会当時にハンド・イン・ハンドの会が果たした役割」と「会の今後に期

待すること」という問いかけに寄せられた会員のみなさんの声をご紹介することで、こ

れからの会の方向を探る一助にさせていただきました。

　出島では、今、会員のみなさんの関心ごと、悩みを知ることで、どうずればそれらに

応えられる会になっていけるかを考える材料にしたいと思います。　（藤岡・やまざき）

：　◎アンケートは2008年1月1日発行号に同封して、会員535名に送付。1月中に98通の回答があり、回収率18．3％。　：

：　◎回答者平均年齢499歳（30代・6人、40代・42人、50代・31人、60代・10人置70代・1人）、再婚率5％。　　：

　「今の関心ごとにいくつでも○を」と、27項目を挙げて

問うたところ、ひとり平均7項目にマルがつきました。

［グラフ参照］

　上位項目トップ3は、①自分の老後・年金、②健康③

親の老後介護。ダントツ1位の「自分の老後年金」は68

人で、回答者の約7割の方の関心ごとです。平均年齢

49．9歳、そろそろ老後の生活設計が気になりだした年代

だから？　それとも消えた年金問題などで年金制度への

i　　　●今の関心ごと●　（複数回答）　単位：人i

　　a配偶者との関係

　b離婚の法律手続き

　c離婚後の経済生活

　　　d離婚後の仕事

　　　　　e住まい

　　　　　　f家計
　g現在の仕事・転職
h資格取得等スキルアップ

　　1自分探し・磨き
1離婚の子どもへの影響

　k子と自分との関係
1子と別れた親との関係

m元夫や親族との関係

　　　n子どもの教育

　　　o子どもの将来

　　　　　P世間の目

　　　　　　　q性
r異性との付合い・再婚

　　　　　　　S孫
　t自分の老後・年金

　　u親の老後・介護

　　　　v親との関係

　　　　　　w健康
　　　　　　x趣味
　　y政治・社会制度

　　　z友人との関係

　　　　　※その他
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不安や、後期高齢者医療費問題がクローズアップされて

いる今だからでしょうか。

　「ちゃんと年金もらえる？（滋賀県1さん：51歳、会員歴

15年）」、「年金だけでは生活できない。仕事があるか…（

埼玉県Cさん：52歳、会員歴5年）」、「後家の頑張りで子育

てをやりぬいたけれど、自分の老後の備えがない（埼玉県1

さん：57歳、会員歴24年）」、「持病持ちで親の年金が頼

り。でも両親も元気じゃないし、この先どうしょう（北海道

Nさん：44歳、会員歴10年）」、「ひとりで孤独死することに

なるのかと不安になることがある（千葉県Kさん：53歳、会

員歴5年）」と、経済的な要因をベースに、老後の生活設計

には不安がぬぐえません。

　「関心ごと」といっても、“積極的に知りたい・取り組みた

い・夢中”という前向きの視点より、“気にかかる・心配・悩

み”などの比重が大きいようです。

　では、スバリ悩みは？　自由記述式で「悩み、困っている

こと」を書いていただいたところ、59名の方が具体的な悩

みを挙げました。「関心ごと」と同じ項目に当てはめてみる

と、多い川頁に①現在の仕事・転職、②家計、③子どもの将

来、④健康、⑤親の老後介護と続きます。以下、その「悩

み」の一部です。

　　　　　　　　　　　＊
●早く別れてスッキリしたいが夫がハッキリしない。家を

出たいが親が要介護状態で毎日が戦争。ストレス漬けで

身体に異常が…。（東京都Sさん：51歳、会員歴2年）

●離婚に踏み切れず、うじうじしている自分にイライラし

ている。今までの人生が無駄な気がして辛い。別の仕事を

したいが、年齢的に無理でチャレンジできない。（大阪府Y

さん：51歳、会員歴5年）

●元夫が養育費生活費を出してくれない。女所帯だと白

い目で見られる。子どもの性格形成への影響が心配。（兵

庫県？さん：45歳会員歴3年）

●仕事、子育て、家事だけで、自分のためには食べること

だけ。常に疲れていて、体調と体重が少し気になる。（大

阪府Pさん：39歳、会員歴5年）
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●資格を取っても仕事上に利益がなくパワーが出ない。勤

務中のピリピリ感を引きずって帰り、子どもに優しい言葉を

かけることが減った。将来、子どもを独り立ちさせねばと思

うと厳しくなる。（兵庫Kさん：48歳、会員歴9年）

●資格を取りたいが資金不足。体調不良のため仕事を続

けられない。公営住宅にも入れず家賃の負担が大きい。（

大阪府Sさん：47歳、会員歴11年）

●すべてお金のこと。息子もやりたいことがあるようだが、

金銭的に「無理」と言っている。子どもの世界にも格差があ

る。（東京都Nさん：43歳、会員歴14年）

●子どもの将来。要領が悪く、自己表現が下手なので心

配。（埼玉県Kさん：48歳、会員歴13年）

●年々老いていく実家の両親の介護が必要になるのを想

像すると気が重くなる。人生設計が狂う。（栃木県Mさん

：47歳、会員歴15年）

●生きていく目標を失いかけている。（東京都Kさん：56歳、

会員歴20年）

●孤独との闘い。（大阪府Aさん：58歳、会員歴10年）

　　　　　　　　　　　　＊

　悩みはっきませんが、くよくよ思い悩んでいるだけではあ

りません。関心ごとに「自分探し・自分磨き」を挙げたの

は約4割・38名で、「資格取得等スキルアップ」したい18名

を加えると、6割近くの人が向上心旺盛。今、資格取得のた

めに勉強中と具体的に挙げた人が12旨いて、看護、司法

書士、図書館司書、社会福祉士、カウンセラー、フットセラピ

ストなど多彩です。この他、大学院受験の準備中、自宅での

お菓子教室オープンを目指したり、定年退職後の自給自足

を目指して農業修行中の人も。女性消防団員としてボラン

ティア活動をしたり、成年後見制度を学んだり、弁護士にな

って離婚で困っている人の力になるため司法試験にトライ

したいというように、「誰かの役に立ちたい」と考える人も

います。

　ただ、やりたいことはあっても、時間的に、経済的に、気分

的に、「余裕がない」という人も少なくありません。思春

期の子どもと向き合っている最中、仕事が不安定、充分な

収入がない、仕事と家事に追われている、などがその背景

にあります。

　「経済の安定」と「健康」が望み。そして、子ども・仕

事・住居が、シングルマザーの3大基本課題のよう。これ

を支えるには、ハンドの会代表の円より子さんが国会で奔

走しているように国の支援策も必要ですが、仙台のお世話

係・大塚真実さんが提案された「離婚ファンド」のような互

助システムやグループホームを自分たちでっくる努力をす

ることも、これからのひとつの選択肢かもしれません。

　次号では、そのあたりに寄せられた声をもとに考えてみ

たいと思います。

レあなたのご意見もお寄せ下さい。事務局まで。

讃・轟

灘難論睡
6月4日に最高裁で国籍法の結婚要件の違憲判決が

出ました。これは2005年にフィリピン人の母親たち

が10人の子ども（父親は日本人）の日本国籍を求めて

集団訴訟を起こしていたもので、この判決によって子

どもたちが国籍を取得できるようになったのです。

lQ，どうして国籍がなかったの？

　日本の国籍法2条1項によれば、父母のどちらかが日

本人なら結婚の有無にかかわらず、子どもは日本国籍を

取得できます。けれども、日本人の父親と外国人の母親

との間に生まれた子どもは、同法3条1項で母親が妊娠

中に父親が認知すれば国籍取得できても、出産後に認

知された時には、父母が婚姻していないと子どもには日

本国籍が認められないのです。

　国籍法の改正があった1984年当時は、国際結婚も

少なく、多くは在日韓国・朝鮮籍の人との結婚でした。そ

の頃から中国やフィリピン女性の来日が増加し、夫が日

本人で妻が外国人の結婚は当時の4．7倍に、外国人の

母親から生まれた婚外子は2006年の1年間で2，794

人にのぼり、外国人の母親が出した出生届の1割以上

を占める状況です。

　日本人の血をひいていながら、外国人として在留資格

を更新し続けるという不安定な身分で、大人になっても

参政権や公務員資格、パスポートもない。「婚外子」とし

て相続差別され、外国人として学校でいじめられること

も。母親がオーバーステイになれば、国の裁量の下、母

子に強制送還を命じていたそうです。

lQ，国籍が認められた背景は？

　日本の国籍法は、血のつながりを重視する「血統主義」

を採っているのに、血統と無関係の「父母の結婚」を重視

していたんですね。法務省は「認知だけで国籍を与えたら、

嘘の認知が増える」と裁判で主張したそうです。

　ところが最高裁は「その後の家族生活や親子関係に

関する意識の変化、その実態の多様化などを考慮すれ

ば、父母の婚姻で初めて密接な結びつきを認めるのは、今

日では必ずしも実態に適合するとは言えない。父母の婚姻

の有無を国籍取得の要件としているのは合理的な理由

のない差別で、憲法14条1項に違反する」と明確に憲法

違反との初判断を下しました。法務省は10人に国籍取得

証明書を発行した上で、市町村の窓口で戸籍を作ること

になるそうです。

　今後、法務省は国籍法の改正を迫られますが、一刻も

早い改正を望みます。　　　　　　　　　　（向井）
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第167号　　神戸市　A・Hさん

［家族構成〕

私（44歳）

次男　18歳〔大学生〕

［別居の家族］

長男　20歳〔大学生〕

〔×1］現在奨学金申請中。奨学金と子とものアルバイト代で本

人の携帯代通学定期代昼食代などの補助にする予定。
〔×・2］養育費はそのまま学費積立に。

　　　　［住居］　借家

◎夫の不貞でうつ状態に

4畳半

台所

物置
押入れ

4畳半

6畳

押入れ

トイレ

玄関

風
呂
風呂

　13年前の2月の寒い夜のことでし

た。子どもたちも寝静まってほっと一

息ついた時、私は元夫から突然「もう

これ以上、夫婦としてやっていく自信

がないから別れてほしい」と一方的に

離婚を切り出されました。女性関係を

ほのめかされたものの、はたしてそれ

が本当のことなのか半信半疑で、家

庭で見せている子煩悩な父親とまっ

たく違う顔に戸惑うばかりでした。

　その当時私は別れる気はまったく

なぐむしろこんなことは長い夫婦生

活にはよくあることで、事を嗣げずに

いれば何事もなかったように生活で

きるものと思っていました。しかしそ

の後、元夫のかばんから偶然、ラブレ

ターらしきものを大量に発見した時、

私の楽観的な思い込みはかラガラと

崩れていきました。それでも私は、まだ

現実が受け入れられず、「これは見な

かったことにするから」と、そのまま元

夫に返してしまったのです。（ずっと後

になってからなんてバカなことをした

のだろう、コピーでもとっておけば不

貞の証明ができたかもしれないのに

とすごく後悔しましたが、もう手遅れ

でした。）

　当時私は、結婚に失敗することは

人生に失敗することと思い込んでい

て、このような状況でも誰にも言え

ず、世間的にはよい奥さんを演じ続け

ていました。そうして自分を押し殺し

ていたために、だんだん精神的に病

んでいき、自律神経失調症や唄うつ

症になるほどに。一方、元夫は謝るど

ころか開き直るだけで、言い争いは絶

えなくな駄生活は荒れていきました。

　ひび割れてしまった花瓶にいくら

水を注ごうとも水は漏れてしまうよう

に、壊れてしまった信頼はどんなにあ

がいても戻らず、しだいにもう別れる

しかないんだと悟りはじめたものの、

ひとり何もない空間に放りだされるよ

うな寂しさと不安にさいなまれ、なか

なか踏みきれないでいました。

　そんな生活の中、私はますます精

神的に不安定になり、ついに環境療

法のため、その年の8月に入院するこ

とになりました。入院後は徐々に健康

を取り戻し、2ヶ月後、いつ退院しても

よいですよと担当の先生から言われ

た時には、私の心はすでに決まってい

ました。もう二度と元夫のもとには戻

らない、子どもたちを連れてひとりで

生きよう、そう決心しました。

◎次男だけを連れ、決意の再出発

　11月、退院した足で当時保育園に

通っていた次男を迎えに行き、元夫や

その両親には黙って、着の身着のまま

実家に直行。当時小学生だった長男

は、学校があったので冬休みに迎えに

行くつもりでしたが、私が次男を連れ

去ったことを知った元夫が、長男は絶

対に渡さないと言ってきました。それ

からしばらく実家に世話になったも

のの、実家には兄夫婦が両親と同居

していたので、大阪の親戚が所有す

る文化住宅に無料で住まわせてもら

い、しばらくして公営住宅に申し込み

をし、当選するのを待ちました。

　私のこの非常事態に母もしばらく

同居して幼い息子の面倒をみてくれ

たので、私は、まず自立するため近くの

電気店で年末アルバイトから始めるこ

とができました。とくに、子どもの親権

を得るには、収入は少なくても母親が

働けることを証明する必要があったか

らです。

　入院までしたせいか社会に出るの

に少し勇気がいりましたが、笑顔で接

客する仕事についたのがよかったの

か、大阪の明るい風±にすんなり溶け

込むことができ、私はみるみる元気に

なっていきました。ドーンセンターや大

阪ハンドの存在を知ったのもその頃

で、今までひた隠しにしてきた悩みも

大きな声でありのまま話すことで、自
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分の気持ちを解放させることができま

した。

　そして幸い、1年後には申し込んで

いた公団住宅に当選し、実家近くの

神戸に引越しが決まりました。引越し

が済むと同時にハンド誌に載っている

連絡先をたよりに神戸ハンドの代表

の方に電話を入れ、さっそく仲問に入

れてもらいました。その頃は調停、そ

して親権をめぐる裁判と次々に迫っ

てくる課題に気持ちが萎えそうな時

もありました。とくに別居の時期は、児

童扶養手当や医療手当なども受給で

きず、さらに元夫が子どもを勝手に連

れていったと怒っていたので婚姻費

用の分担もなかなか払ってくれず調

停で金額を決めるまで長くかかったの

で、私のパートの収入だけでは生活が

かなり苦しく辛かったです。

　それでも、可愛い息子と一緒に神

戸ハンドの仲間とお泊り会やハイキ

ング汐リスマス会などの行事に参加

させていただいて、親子そろって友だ

ちができたことがすごくうれしくて精

神的にも安定してくると、子どもと一

緒に生きていく勇気がわいてきまし

た。どんなことでも開けっぴろげに話

ができる仲間がいたことが、どんなに

救いになったことでしょう。

◎やる気をアピール。正社員に。

　神戸に来てからは、いよいよ息子と

のふたり暮らしが始まり、自宅近くで

事務のパートを探しました。その間に、

経理学校に通って簿記の資格を取

り、別居3年目でようやく離婚が成立

しました。不貞の証明はできませんで

したが、私が入院したことで精神的苦

痛を理由として慰謝料はもらえまし

た。次男の養育費も20歳までもらう

ことになりました。

　翌年には正社員の募集にかたっぱ

しから応募して、ようやく今勤めてい

る鉄鋼関連の会社に事務職として採

用されました。採用時には年齢制限

はすでにオーバーしていたのですが、

面接でとにかくやる気をアピールし

て、なんとか採用にこぎつけました。い

かなるハンデがあろうとも「生活がか
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かっている」というのは、何よりも大き

な武器になると思います。その後、配

置転換があり、現在は工場現場で機

械オペレーターとして働いています。

今の会社は年に2回の賞与や退職金

制度もあるので、このまま体力の続く

限り、定年まで働き続けたいと思って

います。

◎離れ離れの兄弟もよい関係

　離婚が成立したとき、長男を父親

のもとへ置いてきたまま別居の期間

が3年も経過していたせいもあり親

権iは長男が父親に、次男が母親の私

にという現状維持の判決でした。あ

んなに仲のよかったお兄ちゃんと弟を

大人の都合で引き裂いてしまったこと

が辛くて、離婚後に家庭裁判所で面

会の取り決めをした時には、双方が離

婚の影を子どもに残さないこと、夫婦

としてはこれで終わりでも父親と母

親として、できる限りのことをすること

を約束しました。

　あれからかなりの年月が経ちます

が、面会を続けていたおかげで、いまは

もうそれぞれが成長し、自由に連絡を

取り合うようになっています。長男は

大学生になり福岡で下宿生活を送っ

ています。下宿に私と次男で遊びに行

ったこともありますし、一才半博多グ

ルメを堪能したりもしました。次男も

夏休みなどには「兄貴も帰っているみ

たいだから、ちょっとおやじの家に泊ま

ってくる」と言って3日くらい会いに行

ったりしています。

　この13年閤を振り返ると、ハンドの

仲町に出会えたことが、私に生きてい

く勇気を与えてくれました。またハンド

に限らず「世間の海は広くて深い」と

いう言葉があるように、女ひとりで必

死に生きていると、世閤には必ず情け

をかけてくれる人が思いのほか多くい

るということを実感しています。

　シングルマザーの道は平坦ではな

いけれど、それだからこそ歩いてきた

ひとつひとつの足跡はずっしりと重

く、その積み重ねはまぎれもなく自分

を強くするし自信にもつながると、私

は確信しています。

　ファイナソシャル・プランナー

懸歌回國より

　Aさん、離婚してから正社員とし

て就職されるまでの期間、年金はど

うされていましたか？

　会社員と結婚している妻は、国

民年金保険料を支払っていなくて

も自動的に国民年金にカロ回してい

ることになります（年収が130万円

以下の場合）。また、正社員として働

いている方は、給与天引きで厚生

年金保険料と国民年金保険料を

支払っていることが多いです。つま

り、会社員と結婚している妻であっ

た期問と自分が正社員で働いてい

る期間は、年金の未払いになる心

配はあまりありません。

　しかし、Aさんが離婚してから正

社員として就職されるまでの期問

は、国民年金を支払う義務があった

期間です。この期間に、①国民年金

を自分で支払う、②国民年金の全

額免除を受ける、などの手続きを行

っていなかった場合年金「未納」と

なります。未納期問が長く、かつ、未

納期閤があることを知らずにいる

と、65歳になった時に年金を1円も

もらえない、という予想外の事態に

なる可能性もありえます。

　心配な場合は社会保険事務所

などに行って、自分の年金支払い記

録をきちんと確認してみましょう1

〔FP技能士3級／大塚哲哉〕

★別居時の福祉についてですが、本来

ならば1年閤遺棄されたという事実が

あれば、母子寮に入れたり児童扶養手

当などが受けられる制度があります。

しかし行政の担当者によって、そうした

情報が得られないこともあるのが実情

で、残念なことです。できるだけ有益

な制度を活用して、つらい時期を乗り

越えましょう1Aさんは離婚後良好な

親子関係を続けられているとのこと、

心からよかったなと思います。

　　　　　　　　　　（円より子）

（7）




